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会
長
就
任
に
当
た
り
、
三
五
〇
〇

余
名
の
会
員
の
皆
様
に
一
言
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
、
高
等
学

校
出
身
の
初
の
会
長
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
教
育
界
で
の
経
験
を
生
か
し
、

皆
様
の
た
め
に
全
力
投
球
を
さ
せ
て

い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
こ
の
組
織
が
発
足
し
た
昭

和
35
年
5
月
。
初
代
会
長
の
宮
内　

与
三
郎
先
生
は
「
一
度
職
を
去
っ
た

場
合
は
、
旧
交
を
温
め
る
機
会
も
乏

し
く
、
寂
寞
の
感
を
抱
く
も
の
で
、

そ
の
欠
陥
を
補
う
も
の
と
し
て
本
会

が
生
ま
れ
た
」、
そ
し
て
「
…
今
後

と
も
、
種
別
や
派
閥
に
捉
わ
れ
ず
揮

然
一
体
と
な
り
、
懇
親
の
実
を
あ
げ

る
組
織
と
し
て
東
京
都
公
立
学
校
の

退
職
校
長
会
を
結
成
し
、
併
せ
て
、

東
京
都
の
教
育
の
振
興
に
寄
与
し
て

い
く
」
と
の
決
意
を
会
報
第
一
号
で

吐
露
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

今
こ
こ
に
立
ち
、
初
代
会
長
の
こ

の
先
見
性
と
示
唆
に
富
む
お
言
葉

に
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

我
々
は
、
一
昨
年
の
創
立
60
年
を
機

に
、
綱
領
や
会
歌
を
誕
生
さ
せ
、
来

る
べ
き
70
年
へ
の
出
発
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。
こ
の
綱
領
に
魂
を
入
れ
、

会
歌
を
愛
し
、
原
点
回
帰
を
心
に
未

来
に
向
け
た
創
造
性
あ
る
運
営
を
心

掛
け
た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
本
部
と
支
部
が
絆
を
強
め
、

ご
経
験
豊
富
で
才
知
あ
る
会
員
お
一

人
お
一
人
の
満
足
度
を
高
め
つ
つ
、

所
期
の
目
的
を
発
展
さ
せ
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
思
い
は
、
今
年
度

の
総
会
で
お
約
束
し
た
透
明
性
あ
る

血
の
通
っ
た
運
営
、
魅
力
あ
る
事
業

の
推
進
、
会
員
の
増
強
、
業
務
の
総

点
検
と
改
善
を
実
行
す
る
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
も
都
教
委
と
共

に
推
進
す
る
「
人
材
バ
ン
ク
活
用
事

業
」や「
採
用
前
研
修
事
業
の
運
営
」

に
も
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

さ
て
、
我
々
が
教
育
界
で
培
っ
た

経
験
と
胆
力
は
、
依
然
と
し
て
健
在

で
あ
り
、
社
会
は
そ
の
力
を
求
め
て

お
り
ま
す
。
共
に
手
を
携
え
、
東
京

都
や
住
み
慣
れ
た
地
域
の
た
め
に
、

子
ど
も
達
の
た
め
に
も
っ
と
社
会
貢
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原
点
回
帰
の
心
で

―
チ
ー
ム
力
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
―

東
京
都
退
職
校
長
会
　
会
長
　
多
田
　
丈
夫

P1　巻頭言　会長挨拶
P2　総会報告
P4　叙勲・功労・長寿会員
　　一覧
P6　平成 26 年度会務報告
P7　平成 26 年度決算書
P8　平成 27 年度事業計画
P9　平成 27 年度予算書

P10　第 1 回会員研修会
P12　支部だより
　　  （千代田・中央、千葉南）
P13　会報部フィールド研修会
P14　湯島の動静表
　　  応募コーナー
P15　物故者（1）
P16　物故者（2）   編集後記

主な記事

献
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
本
部
は
、
支
部
長
会

を
は
じ
め
、
会
員
の
皆
様
の
応
援
を

強
力
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
、
チ
ー

ム
力
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
業
務

を
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

お
わ
り
に
、
本
会
の
発
展
を
誓
い
、

各
支
部
会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
を
祈
念
し
、
私
の
就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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―
第
六
十
二
回
定
期
総
会
が
快
晴

に
恵
ま
れ
た
五
月
一
日
（
金
）
の
午

後
12
時
30
分
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

―一　

開
会
の
こ
と
ば

　

小
林
由
衛
総
務
部
長

二　

国
歌
斉
唱指

揮　
　

宮
下　

洋
氏

三　

綱
領
唱
和　

多
田
丈
夫
副
会
長

四　

物
故
会
員
に
黙
禱

　

26
年
度
物
故
会
員　

百
七
十
四
名

五　

片
岡
敦
子
会
長
挨
拶
・
要
旨

　

東
京
都
教
育
庁
次
長
松
山
様
は
じ

め
多
数
の
御
来
賓
の
皆
様
が
お
見
え

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

平
成
26
年
は
60
周
年
の
輝
か
し
い

足
跡
を
さ
ら
に
一
歩
前
進
の
年
、
60

周
年
か
ら
70
周
年
へ
繋
げ
る
大
事
な

一
歩
の
年
で
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
が
本
会
を
支
え
ら
れ

て
お
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
後
ほ

ど
の
議
事
の
報
告
の
場
で
ど
の
よ
う

に
評
価
さ
れ
る
か
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

本
会
は
綱
領
の
理
念
の
一
つ
、
都

へ
の
支
援
の
活
動
、
す
な
わ
ち
、
人

材
バ
ン
ク
事
業
、
採
用
前
研
修
に
多

く
の
会
員
の
協
力
を
得
て
い
ま
す
。

　

都
道
府
県
退
職
校
長
会
で
教
育
委

員
会
と
事
業
委
託
契
約
し
て
い
る
の

は
東
京
都
の
み
。
さ
さ
や
か
な
が
ら

協
力
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
都
の
教
育
を
よ
く
す
る
こ
と

は
日
本
の
教
育
を
活
性
化
す
る
こ
と

と
考
え
、
一
般
の
教
師
と
共
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

目
標
の
親
睦
互
助
、
生
涯
学
習
の

推
進
は
皆
様
方
の
支
部
活
動
に
支
え

ら
れ
な
く
て
は
、
今
後
の
魅
力
あ
る

第
六
十
二
回 

総
会
報
告
期
日
　
平
成
27
年
5
月
1
日

会
場
　
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町

活
動
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
部
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
は
同
好

の
志
が
集
い
、
心
を
通
わ
せ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
学
校
に
は
先
輩
か
ら

後
輩
に
伝
え
る
美
し
い
文
化
の
一
つ

現
職
教
員
研
修
の
実
施
が
あ
り
ま
す
。

研
修
結
果
を
ま
と
め
た
冊
子
「 

先

輩
か
ら
後
輩
へ
」
を
心
待
ち
の
県
が

あ
り
、
そ
れ
も
支
援
活
動
で
す
。

六　

来
賓
祝
辞

・
東
京
都
教
育
庁

次
長　

松
山　

英
幸　

様

　

東
京
都
教
育
委
員
会
代
表
と
し
て

一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
園
長
、
校
長
と
し
て
、

都
の
教
育
に
一
方
な
ら
な
い
ご
協
力

を
頂
け
た
こ
と
へ
の
お
礼
と
子
ど
も

へ
の
教
育
支
援
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
次
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
外
部

人
材
活
用
と
し
て
、
様
々
な
分
野
で

活
動
さ
れ
た
方
々
に
、
学
習
指
導
・

支
援
に
、
部
活
動
の
支
援
の
面
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
材
バ
ン

ク
事
業
で
は
平
成
23
年
か
ら
皆
さ
ま

が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
し
、
本
事

業
へ
の
適
切
な
協
力
、
活
動
が
あ
り
、

平
成
26
年
に
は
延
べ
三
六
〇
〇
人
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
登
録

者
へ
の
資
質
向
上
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
教
育
に
も
お
力
添
え
が
あ
り
、

引
き
続
き
支
援
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
都
教
委
は
採
用
前
実

践
講
座
と
し
て
、
学
級
で
の
実
践
的

指
導
力
の
養
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

都
退
職
校
長
会
の
全
面
的
な
協
力
で

千
名
を
超
え
る
候
補
者
に
き
め
細
や

か
な
指
導
で
自
信
を
も
っ
て
教
職
に

就
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

都
教
委
は
、
二
千
二
十
年
の
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

わ
る
体
験
を
子
ど
も
が
人
生
の
糧
と

し
て
い
け
る
よ
う
な
教
育
を
進
め
ま

す
。
皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し

ま
す
。
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・
全
国
連
合
退
職
校
長
会

会
長　

戸
張　

敦
雄　

様（
代
読
）

　

青
葉
の
映
え
る
こ
の
日
、
60
周
年

を
振
り
返
り
、
100
年
を
目
指
し
、
親

睦
互
助
、
都
へ
の
支
援
活
動
に
会
員

の
総
意
を
結
集
し
、
諸
活
動
を
確
実

に
進
め
て
い
る
貴
会
の
総
会
に
あ
た

り
祝
意
を
述
べ
ま
す
。

　

昨
年
の
紀
要
で
は
、
都
教
委
の
受

託
事
業
が
光
彩
を
放
っ
て
い
ま
す
。

　

現
職
教
師
へ
の
研
修
会
、
魅
力
あ

る
ク
ラ
ブ
等
は
43
支
部
の
総
意
に
基

づ
く
充
実
し
た
活
動
。
こ
れ
ら
の
中

心
と
し
て
指
導
さ
れ
た
片
岡
会
長
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。

・
東
京
都
中
学
校
長
会

会
長　

榎
本　

智
司　

様

　

日
頃
か
ら
、
私
共
校
長
に
も
ご
支

援
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
、
学
習
指

導
要
領
の
趣
旨
に
基
づ
く
指
導
を
進

め
て
い
ま
す
。
道
徳
教
育
の
教
科
書

を
使
っ
た
指
導
が
平
成
三
十
年
度
に

小
学
校
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
更
に

小
・
中
・
高
の
新
学
習
指
導
要
領
の

実
施
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
協
力
へ
の
教
育
に
も
力
を
入

れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
諸
課
題

も
山
積
し
て
い
る
中
、
よ
ろ
し
く
お

力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎　

来
賓
紹
介
（
前
記
三
名
以
外
）

・
東
京
都
教
育
庁
人
事
企
画
担
当

　

部
長　

粉
川　

貴
司　

様

・
同　

指
導
部
企
画
推
進
担
当

　

課
長　

建
部　
　

豊　

様

・
東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー

　

研
修
部
授
業
力
向
上

　

課
長　

大
和　

義
行　

様

・
東
京
都
教
職
員
互
助
会

　

理
事
長　

梶
原　

康
二　

様

・
同
経
営
企
画
部
経
営
企
画

　

部
長　

山
田　

利
朗　

様

・
東
京
都
国
公
立
幼
稚
園
長
会

　
　
　
　

会
長　

田
代
惠
美
子　

様

・
東
京
都
公
立
小
学
校
長
会

　

副
会
長　

後
藤　

良
秀　

様

・
東
京
都
立
特
別
支
援
学
校
長
会

　

会
長　

朝
日　

滋
也　

様

・
東
京
都
退
職
公
務
員
連
盟

　

会
長　

渋
谷　
　

安　

様

・
日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会

　

東
京
支
部
長　

川
上　

淳　

様

・
都
民
互
助
会
代
表
取
締
役

　

社
長　

長
末　

眞
次　

様

七　

新
会
員
紹
介

　

本
日
現
在
65
名
が
入
会
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

八　

長
寿
会
員
に
祝
辞
・
祝
品
贈
呈

　
　
　
　

本
日
の
出
席
者
紹
介

　

代
表　

戸
叶　

恒
夫　

様

九　

退
任
役
員
に
感
謝
状
等
贈
呈

　
　
　
　

本
日
の
出
席
者
紹
介

　

代
表
挨
拶　

池
田　
　

忍　

様

十　

栄
誉
会
員
に
祝
辞

　
　
　
　

本
日
の
出
席
者
紹
介

十
一　

議
長
選
出

・
台
東
支
部
長　
　

老
川　

秀
夫
氏

・
千
葉
中
支
部
長　

菅
谷
廉
之
助
氏

十
二　

議
事

　

1　

平
成
26
年
度　

会
務
報
告

　

2　

平
成
26
年
度　

決
算
報
告

　
　
　
　

同　
　
　
　

監
査
報
告

　

3　

新
役
員
承
認
（
案
）

　
　
　
（
新
役
員
あ
い
さ
つ
）

　

4　

平
成
27
年
度　

事
業
計
画
案

　

5　

平
成
27
年
度　

予
算
案

　

6　

顧
問
・
参
与
の
推
戴

　
　
　

※
全
て
の
議
案
は
承
認

十
三　

議
長
解
任

十
四　

報
告

　
　
　

新
事
務
局
長
に
三
辻
陽
夫
氏

十
五　

会
歌
斉
唱

指
揮　
　

宮
下　

洋
氏

十
六　

閉
会
の
こ
と
ば

副
会
長　

黒
田
貞
夫

◎
総
会
終
了
後
、
会
員
研
修
会

　

生
き
生
き
人
生
元
気
の
出
る
集
い

　
「
平
成
26
年
度

都
教
委
受
託
事
業
報
告
」

◎
そ
の
後
、
会
場
を
移
し
て
の
懇
親

会
に
は
来
賓
・
会
員
約
百
七
十
名

が
参
加
し
た
。

来賓の皆様
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栄えのご受章お祝い申し上げます。　計 18 名（敬称略）
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平成 27年　春の叙勲受章会員

瑞宝小綬章　 2 名
　小野　具彦（西多摩）
　角田　元良（葛　飾）

瑞宝双光章　16 名
　伊佐　隆一（葛　飾）
　宇井　治郎（北多摩中部）

　内田　　修（北多摩中部）
　菊地　　明（北多摩西部）
　小林　照夫（中　野）
　小村　嘉造（八王子）
　相良　玉城（町　田）
　秀島　照次（八王子）
　古橋　　宏（中　野）

　八巻　知雄（北多摩北部）
　涌井　澄夫（足　立）
　小松　　明（千葉中央）
　矢部栄五郎（埼　玉）
　赤木　正民（神奈川）
　奥村　敏雄（神奈川）
　清水　良雄（神奈川）

栄えのご受章お祝い申し上げます。　計 4 名（敬称略）
（平成 27 年度総会以降　本部届け出のあった方）

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••

高齢者叙勲受章会員

瑞宝双光章　4 名
　小澤　昭夫（調　布）

　小川　　啓（新　宿）
　石川二三子（豊　島）

　村上　　稔（埼　玉）

百五歳　３名　郷司　賢吾（世田谷）　大澤　　晟（埼玉）　松村　誠二（練馬）
百四歳　１名　岸田　勝則（大田）
百三歳　１名　小川　忠良（杉並）
百一歳　１名　磯　　周二（足立）
百　歳  11 名　三浦　照枝（大田）　河野　茂夫（世田谷）　森山　良枝（杉並）　朝倉　　徹（杉並）
　　　　　　　守屋　章雄（町田）　岡部邦三郎（府中）　　武内　　進（北・西）　小澤　弥市（西多摩）
　　　　　　　渡辺弘一郎（埼玉）　伊藤　芳郎（神奈川）　野村　正彦（神奈川）

白　寿　６名　大正５年４月２日～大正６年４月１日生
　　　　市来　康代（目黒）　　武田　キミ（大田）　　相馬　孝之（練馬）　　瀬間　一成（神奈川）
　　　　望月　英子（神奈川）　福島　唯義（神奈川）

（敬称略）　　　
祝　ご長寿

功労会員（平成 26 年度総会以降の退任役員等）15 名（敬称略）

本会へのご功績を讃え感謝状を贈ります

理事
総務部　　　長谷川平四郎（杉　並）
生涯学習部　新井田　晃（千葉中）
福利厚生部　浅見扶次男（北多摩西）
専門委員会
教育支援活動委員会
　　　　　　張江　幸男（千葉南）
クラブ委員長
　釣り　　　池田　　忍（渋　谷）

評議員
　森田　信義（江戸川）
　山口　　正（府　中）
　水越　昭忠（北多摩西）
　中村　道正（千葉北）

　支部長
　谷川　和彦（墨　田）
　和田　　満（品　川）
　浅見扶次男（北多摩西）
　中村　昭平（西多摩）
　願法勇四郎（大　島）
　箱田　　浩（千葉北）
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岸本　　眞（文京）
村上　　誠（目黒）
小泉　田實（大田）
高橋　弘文（世田谷）
相澤　　悟（世田谷）
浅子　昭三（世田谷）
新井　　久（中野）
加藤　れい（杉並）
高田　明正（北）
遠藤　　尚（練馬）
日高由布雄（練馬）
佐久間　穣（足立）
田中　俊夫（八王子）
尾崎　政二（八王子）
梅木　仙隆（町田）
宇都　眞人（日南）
布施　篤美（武・三）
竹内　重一（北・中）
高嶋　良三（府中）
金子　泰三（北・西）
鈴木　一男（北・西）
田野倉靖郎（西多摩）
小林　重信（千葉中）
藤島　正美（埼玉）
村上　　稔（埼玉）
金井　昭男（神奈川）
溝口　和則（神奈川）

黒澤　昭夫（文京）
新倉　繁夫（目黒）
柏倉　信夫（大田）
橋本　　勝（世田谷）
西島忠次郎（世田谷）
大畑　惠一（渋谷）
古橋　　宏（中野）
小林　雅昭（豊島）
平野　良太（板橋）
増澤喜美夫（練馬）
本波　哲郎（練馬）
村上　　忍（葛飾）
上野　義臣（八王子）
鶴上　　寛（八王子）
細野　重陽（町田）
加藤　文男（日南）
加藤　宣彦（北・北）
有國　辰美（北・中）
新倉　　剛（調布）
須藤　新男（北・西）
寺町　　勲（北・西）
髙橋　源二（西多摩）
笠　　恒夫（千葉中）
小熊　道夫（埼玉）
入子　祐三（埼玉）
赤木　正民（神奈川）
西山健太郎（神奈川）

増田　　昭（台東）
中山清太郎（大田）
関根　住雄（大田）
長野宏太郎（世田谷）
徳武　清助（世田谷）
加藤　泰司（渋谷）
久間　淳夫（中野）
杉内　英郎（豊島）
森　豊太郎（板橋）
菊池　邦友（練馬）
神戸　敏夫（練馬）
菅谷　　茂（葛飾）
小村　嘉造（八王子）
天野　正夫（八王子）
日高　辰憲（町田）
松尾　英昭（日南）
横田　允男（北・北）
駒井昭次朗（北・中）
嶺川　正勝（狛江）
富山　俊男（北・西）
安藤　精一（西多摩）
須崎新太郎（西多摩）
落合　尚男（千葉北）
林田　荘七（埼玉）
根本　和子（埼玉）
上原廣三郎（神奈川）
仁保　義和（神奈川）

鈴木　利光（墨田）
野村　錦吾（大田）
笹本　邦司（大田）
宮川　英子（世田谷）
進　　昭三（世田谷）
鷲澤　巖夫（中野）
倉橋　宗作（中野）
林　　正男（北）
吉澤　義弘（板橋）
柴　　和一（練馬）
大田千代繁（練馬）
林　　昭雄（葛飾）
渋谷　義一（八王子）
村松　徹二（八王子）
吉岡　晴子（町田）
青　　　宏（日南）
田中　光穂（北・北）
早川　　勇（北・中）
太田　昭吉（狛江）
小安　昭子（北・西）
吉野　泰一（西多摩）
村山　美春（西多摩）
亀崎　　曻（千葉北）
濱島　和夫（埼玉）
岩田忠次郎（埼玉）
米塚　忠男（神奈川）
高澤　邦夫（神奈川）

中野　利榮（品川）
武井　　詢（大田）
須藤　光郎（大田）
吉田　安子（世田谷）
畑田　光幸（世田谷）
鈴木　恒雄（中野）
中野　　昂（杉並）
船引　一男（北）
坪井　龍夫（板橋）
栁下　昭夫（練馬）
大森　晴美（練馬）
近藤　寛司（葛飾）
永井　康子（八王子）
内山　隆祐（八王子）
鈴木　　猛（日南）
白間　康雄（武・三）
佐野　和夫（北・中）
塚本　貞男（府中）
相良　玉城（町田）
磯西　　和（北・西）
天野　行男（西多摩）
出川　　賢（大島）
金子　　久（千葉北）
梅沢　公夫（埼玉）
萩原　祥宏（埼玉）
土屋　昭一（神奈川）
内野　和夫（茨城）

米　寿　１３５名　昭和２年４月２日～昭和３年４月１日生

尾島　綾子（新宿）
追川　治子（目黒）
大沼　　弘（渋谷）
小野寺侑希子（北）
酒井　　学（練馬）
板倉　東雄（葛飾）
小池　國雄（八王子）
沖倉　啓寿（町田）
小池　文子（日南）
酒井　恭子（日南）
齋藤　勝利（北・北）
保泉亜弥子（北・中）
松崎　正勝（狛江）
木村　芳一（西多摩）
大熊　道子（千葉南）
前田　　烈（千葉中）
大平　　勝（千葉北）
大出　雅一（埼玉）
野内　一郎（神奈川）
青木　幸温（神奈川）

橘　　厚子（新宿）
天野　正忠（大田）
池田　　忍（渋谷）
石橋　久司（荒川）
黒澤　　功（練馬）
高木　時夫（葛飾）
小島　和雄（八王子）
加賀谷文康（町田）
長塚　明雄（日南）
日食　和雄（日南）
高野　勝雄（北・北）
中根　　宏（北・中）
牧野　征夫（北・西）
酒井　義明（西多摩）
桐谷　澄男（千葉南）
佐々木　勇（千葉中）
長谷川　勝（千葉北）
星野　保雄（埼玉）
平出　　武（神奈川）
田窪　光代（神奈川）

村山　忠幸（台東）
皆川美智子（大田）
林　　善治（渋谷）
戸叶　恒夫（荒川）
櫻井　悦子（練馬）
齋藤　弘安（江戸川）
川渕　　尚（八王子）
丸山　昌吾（町田）
井上　純二（日南）
田中　寅男（武・三）
柴田　泰明（北・北）
稲野邉　修（府中）
折笠　良文（北・西）
梅本　　登（西多摩）
瀧澤　秀麿（千葉中）
横山健次郎（千葉西）
鈴木　久夫（埼玉）
伊集院兼宏（神奈川）
小松　俊雄（神奈川）
川上　民生（富山）

米倉　功蔵（台東）
矢後　　浩（世田谷）
堀内　一男（杉並）
田島　祐子（板橋）
藤来　靖幸（足立）
塚本　吉紀（八王子）
中光　正宣（八王子）
小野　敏明（町田）
中野　和也（日南）
沼本　禧一（北・北）
中西　克弘（北・北）
保坂　昌代（府中）
小室　壽彦（北・西）
村田　公充（大島）
知名　定彦（千葉中）
若林　久江（千葉西）
角田　和弘（埼玉）
竹本　謙二（神奈川）
中山　純一（神奈川）

髙橋　　毅（目黒）
森田　　厚（世田谷）
大崎美代子（北）
深町　芳弘（練馬）
谷口　満男（葛飾）
渡辺　和則（八王子）
有井　　堅（八王子）
廣澤フサ子（日南）
西田　敦子（日南）
伊地　敦子（北・北）
大森　　靖（北・中）
河西　洋子（狛江）
宇津木順一（西多摩）
浅沼　　洋（三宅島）
土屋志磨枝（千葉中）
町田紀美恵（千葉西）
民部　美冶（埼玉）
小林　　豪（神奈川）
古郡　幸昭（神奈川）

喜　寿　９８名　 昭和１３年４月２日～昭和１４年４月１日生
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平成 26 年度　会務報告
１. 活動方針について
　創立６０周年の記念事業では、綱領と会歌・会章が制定された。平成２６年度は７０周年に繋げる第一歩
の年度であることを認識し、充実・発展を図るよう事業運営に努めた。特に、本会の目的の一つ「東京都の
教育を支援する」に適う都教育庁の委託事業は、都の期待に応えると共に、教育の専門家として特性を活かし、
会員の社会貢献を促し、一定の成果を挙げた。また、７０周年に向け、支部と一体となって、新しい時代に
対応した魅力ある事業の推進に努力した。

２. 活動の重点
　　◇ 新会員の勧誘、退会者を出さない等の運営に努め、会員確保率をアップすることができた。
　　◇ ＨＰの会長挨拶欄を更新し、本部の活動状況の発信に努めたが支部情報の発信はできなかった。
　　◇ 健全財政を目標に、予算の効率的で適正な運用に努めた。
　　◇ 各事業を通じて、会員の親睦・互助に寄与するとともに、生涯学習の場を広げた。
　　◇ 会員のニーズに応え、幅広い年齢層に留意した活動をし、会員の絆を強めた。
　　◇ 都教育庁受諾事業は、会員の豊かな経験を生かし、その期待に十分応えた。
　　◇ 関係教育機関・諸団体と連携強化を図り、本会の充実に努めた。

３. 各部・委員会の目標・事業計画
（1）総　務　部

（2）会　計　部

（3）会　報　部

（4）福利厚生部

（5）生涯学習部

（6）教育支援活動
　 　　　　委員会

（7）都教育庁人材
　 　バンク受託
　 　　　委員会

（8）採用前研修
　 　担当委員会

（9）課題検討委員会
（10）教育関係機関・
　 　　団体との連携

◇ 支部、退職予定者、未加入会員等の情報を伝達し、会員確保への支援を行った。
◇ 本会の活動情報の提供、年賀状の発送等のきめ細かな取り組みを行い、会員の入会

促進に努めた。
◇ 総会、支部長会等の開催では、各部と連携し、その様子を映像に記録した。
◇ 各部、各委員会との連携を図り、諸活動、諸事業が円滑に推進できるよう努めた。

そのために、年度当初に「予算執行の基本原則」を定め、各部に周知した。
◇ 会員減少等による収入減に伴い、予算の適正な執行・運用を周知した。
◇ 会計部の運営に関して、能率的・効率的なあり方を検討し、実践した。
◇ 東京都退職校長会の機関誌として会員に本会の活動状況等を提供し、魅力ある会報

の発行に努めた。特に、会報１８５号（平成２６年７月２５日）から紙面をＡ４にした。
◇ 会報は、年４回発行した。
◇ 都内の教育委員会、園長・校長等に会報を送付し、本会への理解・支援を得られる

よう努めた。特に、退職予定者には、本会の活動に賛同してもらえるよう配布し，
入会を促した。

◇ 白寿・米寿の会員に賀詞・記念品を、喜寿の会員には記念品を謹呈し、祝意を表した。
◇ 物故者には弔慰金を添え、弔意を表した。
◇ 関係団体との連携を図りながら、恩給・年金・叙勲に関する情報の収集・提供を行い、

会員の福祉の充実に努めた。
◇ 第１回会員研修会は、都教育庁受託事業の内容と経過について紹介する機会として

実施し、相互理解に努めた。
◇ 第２回会員研修会は、各クラブの活動内容の報告会を行った。教育機器を活用し、

魅力ある発表を聞くことで、会員加入の促進が図れた。
◇ ８回目の開催となる現職教員対象の研修会は「２１世紀型の学力」に視点を当て、

一定の研究成果を挙げた。
◇ 冊子「先輩から後輩へのメッセージ」第５号を作成し、教員のスキルアップに貢献

した。
◇「人材バンクの相談・普及広報活動」「ボランティア登録者対象の講座」「人材バン

ク活用連絡会」の業務を受託し、その円滑な運営の推進に努めた。
◇ 都から委嘱されたアドバイザー５０名が事業の運営を行い、受託業務の実績向上に

努めた。
◇「平成２６年度採用前実践的指導力養成講座」の講師のべ１０７８名が全体講座及

び学校体験研修等の支援に尽力した。
◇ 冊子「講師の指導ガイドブック」「採用前実践的指導力養成講座」を発行し、事業

の充実に努めた。
◇ 正副会長並びに各部部長で適時・適切に課題への対応をした。
◇ 東京都教育委員会と教育懇談会を開催し、教育の動向の把握や本会の要望を伝えた。
◇ 東京都教職員互助会の退職教職員等ボランティア事業の運営に協力した。
◇ 公立園長会・校長会５団体との教育懇談会を開催し、本会の活動への協力を得た。
◇ 全国連合退職校長会との連携強化に努めた。
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平成 26 年度　東京都退職校長会決算書
１　収入総額　11,850,010 円　　２　支出総額　11,815,962 円　　３　差引残額　34,048 円

単位＝円　　△　収入は予算より減、支出は予算より増
収　入　の　部

款 項 目 26年度予算額 26年度決算額 増　減 摘　　要
年 度 会 費 8,976,000 8,606,300 △ 369,700 2,500 円× 3,425 名、1,300 円× 26 名
繰 越 金 390,046 390,046 0
雑 収 入 300,000 353,664 53,664 利子、祝金、広告掲載料等
積 立 基 本 金 2,500,000 2,500,000 0 特別会計　積立基本金より
合 計 12,166,046 11,850,010 316,036

支　出　の　部
款 項　　目 26年度予算額 26年度決算額 増　減 摘　　要

会 議 費 540,000 668,577 △ 128,577
総 会 費 400,000 549,050 △ 149,050 総会に関する諸費（会議費、記念品費、発送費等）
役 員 会 費 50,000 79,344 △ 29,344 正副会長・企画・理事・支部長会資料・印刷通信費等
部 会 費 60,000 22,996 37,004 各部の会合・資料・印刷・通信費等
各 種 委 員 会 費 30,000 17,187 12,813 各種委員会資料印刷・通信費等

事 業 費 4,664,000 4,642,390 21,610
会員名簿発行費 220,000 180,866 39,134 会員名簿作成・発送費・通信費等
会 報 発 行 費 1,300,000 1,483,458 △ 183,458 会報 184 ～ 187 号印刷・発送費等
生 涯 学 習 費 80,000 151,733 △ 71,733 会員研修会会場費・講師謝金等
慶 弔 費 900,000 820,000 80,000 香料
渉 外 費 80,000 71,471 8,529 他機関との交渉・連絡費・懇談会会場費等
ク ラ ブ 補 助 費 130,000 129,926 74 クラブ事業の助成費等
教 育 支 援 費 130,000 107,350 22,650 研修会諸経費・現職教員対象研修会諸経費等
会 員 増 強 費 70,000 79,674 △ 9,674 新会員入会に関する通信費等
Ｈ Ｐ 運 営 費 274,000 289,207 △ 15,207 HP 維持費等
支部活動助成費 1,200,000 1,078,705 121,295 支部助成・県支部助成・振替料等
支 部 活 動 祝 金 250,000 235,000 15,000 支部総会・周年行事等の祝金等
島 嶼 活 動 助 成 30,000 15,000 15,000 支部長会交通費一部負担

事 務 費 3,630,000 3,463,675 166,325
事 務 用 品 費 80,000 98,946 △ 18,946 事務用品・消耗品等
備 品 費 50,000 4,200 45,800 事務機器等
事 務 員 行 動 費 1,100,000 920,000 180,000 本部事務員行動費・事務補助員行動費等
事 務 所 費 1,850,000 1,905,356 △ 55,356 事務所借料・会議室使用料・光熱費電話料等
印 刷 費 160,000 162,942 △ 2,942 資料文書等印刷費・印刷機保守契約費用等
コ ピ ー 機 費 260,000 241,668 18,332 コピー機リース代等
通 信 費 130,000 130,563 △ 563 事務局の通信連絡用諸費

交 通 費 1,600,000 1,570,220 29,780 役員会・部会・事務局等の交通実費等
全 連 退 分 担 金 1,440,000 1,400,000 40,000 全連退会費　400 円× 3,500 人
運 営 資 金
積 立 金 150,000 0 150,000 周年記念事業積立
会 員 名 簿
積 立 金 60,000 0 60,000 会員名簿発行積立
諸 費 30,000 71,100 △ 41,100 関ブロ大会参加費等
雑 費 30,000 0 30,000 諸雑費
予 備 費 22,046 0 22,046 予備費

合　　　　計 12,166,046 11,815,962 350,084
平成 26 年度　　特別会計　決算書

1　運営資金積立金　③ 2　会員名簿積立金　④
収　　入 支　　出 収　　入 支　　出

運営資金積立金 1,625,270 会員名簿積立金 997,177
利息 259 利息 160
積立金
（特別会計より） 80,000 積立金

（特別会計より） 30,000
計 1,705,529 計 0 計 1,027,337 計 0

次年度繰越 1,705,529 次年度繰越 1,027,337
3　積立基本金　②

収　　入 支　　出
積立基本金 31,256,580 一般会計へ 2,500,000
寄付金（都民互助会） 2,498,750 助成金 60,000
利息 12,764 慶弔費 50,000

事務所費 180,000
運営資金積立金 80,000
名簿積立金 30,000

計 33,768,094 計 2,900,000
次年度繰越金 30,868,094
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平成 27 年度　事業計画
1．活動方針
　本年度は、本会が７０年目に向けた事業を具体化する年である。スローガン「Ｂｙ　Ｃｈａｎｃｅ」－今
やらねば－を掲げ、これまでの事業全体を見直し、機構改革を視野に、新時代に向けた事業を推進する年度
とする。特に、本会の目的を達成するため、会員数に見合った事業組織や内容等を検証し、改善を図る。
　そのため、永年の伝統を継承すると共に、綱領の精神を貫く事業計画を実行するために、次の具体的方針
を掲げる。

１）業務の透明性を図り、本部と支部との組織的、一体的な事業を進める。
２）魅力ある事業の推進と入会の促進や会員の増強を図り、本会の充実に努める。
３）課題検討委員会を設置し、組織、事業内容、基金等の総合的な見直しに着手する。

２．スローガン：「Ｂｙ　Ｃｈａｎｃｅ」－　今やらねば　－

３．活動の重点
　　◇ 新会員の勧誘や退会者を出さない等の新たな工夫をし、会員確保に努める。
　　◇ 組織的で能率的な運営に心掛け、責任をもって各部が具体的成果を挙げるよう努める。
　　◇ 各事業を見直し、健全財政を目標に、予算の効果的で適正な運用に努める。
　　◇ 各事業を通じて、会員の親睦及び互助に寄与するとともに、生涯学習の場を広げる。
　　◇ 会報やＨＰを通して、会員が情報を的確に共有し、相互の連携を強化する。
　　◇ 都教育庁委託事業を受け入れ、会員の豊かな経験を生かし、その期待に応える。
　　◇ 関係教育機関・団体と連携強化を図り、本会の充実に努める。

４．各部・委員会の目標・事業計画
（1）総　務　部

（2）会　計　部

（3）会　報　部

（4）福利厚生部

（5）生涯学習部

（6）教育支援活動
　 　　　　委員会
（7）課題検討委員会
（8）教育関係機関　
　　  ・団体との連携

◇ 会員増強のため、情報を的確に提供し、入会勧誘の促進に努める。
◇ 各部と連携し、総会、支部長会等で円滑な会の運営に努める。
◇ 会員名簿（２７年度入会者）を作成する。
◇ 新年度予算の編成は、「予算執行の基本原則」に則り、編成をする。
◇ 各部、各委員会等と緊密な連携を図り、諸活動、諸事業の円滑な運営ができるよう

配慮する。
◇ 会員減少等に伴う収入減により、予算の編成、執行、運用を適正にし、極力支出の

抑制に努める。
◇ 会計部の運営に関して、機能的、効率的なあり方を検討し、実践する。
◇ 東京都退職校長会の機関誌として、本会の活動状況を会員に提供し、より魅力ある

会報の発行に努める。
◇ 会報は年４回発行し、広報活動に資する。
◇ 都内の各区市教育委員会、現職の公立園長・校長にも会報を送付し、本会への関心

と理解を得られるように努める。
◇ 白寿・米寿・喜寿会員には祝意を表すなど会員の福利・厚生の充実に努める。
◇ 物故者には弔意を表す。
◇ 懇親会等を通じて、会員の交流・親睦・連帯を図る。
◇ 関係団体と連携を図りながら、恩給・年金・叙勲に関する情報の収集・提供を行う。
◇ 都の受託事業の内容と経過について紹介する。
◇ 生き生き人生を歩んでいる会員の講演会を行う。
◇ 各クラブ活動の活性化を図り、各クラブ所属員の増員への支援をする。
◇ 教育界の動向を的確に把握し、幼稚園・各学校のニーズに応える教育支援を推進する。

◇ 業務の改善と基金のあり方について検討する。
◇ 都教育委員会と教育懇談会を開催し、喫緊の教育課題に応える教育支援を推進する。
◇ 公立園長会・校長会５団体との教育懇談会を開催する。
◇ 全国連合退職校長会との連携強化に努める。

（1）都教育庁人材
　 　　バンク受託
　 　　　　委員会
（2）採用前研修事業
　 　受託委員会

◇ 「 人材バンク事業運営に伴う相談・普及広報等について」の事業を受託し、本委員
会が運営及び事業推進の任に当たる。また、同事業の費用弁償については、契約書
に基づき、別途処理する。

◇ 都教育庁委託の「平成２７年度公立学校教員採用候補者任用前研修事業」の事業を
受託し、本委員会が運営及び事業推進の任に当たる。また、同事業の費用弁償につ
いては、契約書に基づき、別途処理する。

５．都教育庁受託事業
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平成 27 年度　東京都退職校長会予算書　　　一般会計
１　収入総額　11,160,048 円　　２　支出総額　11,160,048 円　　３　差引残額　0 円

単位＝円　△ 26 年度より減　
収　入　の　部

款 項 目 27年度予算額 26年度予算額 増　減 摘　　要
年 度 会 費 8,276,000 8,976,000 △ 700,000 2,500 円× 3,300 人・1,300 円× 20 人

（計 3,320 人）
繰 越 金 34,048 390,046 △ 355,998
雑 収 入 350,000 300,000 50,000 利子、祝金、広告掲載料等
積 立 基 本 金 2,500,000 2,500,000 0 特別会計積立基本金より
合 計 11,160,048 12,166,046 △ 1,005,998

支　出　の　部
款 項　　目 27年度予算額 26年度予算額 増　減 摘　　要

会 議 費 495,000 540,000 △ 45,000
総 会 費 400,000 400,000 0 総会に関する諸費（会場費、記念品費、発

送費等）
役 員 会 費 50,000 50,000 0 正副会長、企画、理事、支部長会等資料

作成費等
部 会 費 25,000 60,000 △ 35,000 各部の会合・資料・印刷・通信費
各種委員会費 20,000 30,000 △ 10,000 教育支援活動委員会　役員選考委員会等

資料作成費等
事 業 費 4,349,000 4,664,000 △ 315,000

会員名簿発行費 180,000 220,000 △ 40,000 会員名簿作成、発送費等
会 報 発 行 費 1,300,000 1,300,000 0 会報 188 ～ 191 号印刷・発送費等
生 涯 学 習 費 80,000 80,000 0 会員研修会会場費・講師謝金等
慶 弔 費 900,000 900,000 0 香料
渉 外 費 70,000 80,000 △ 10,000 他機関との交渉、連絡費等　懇談会会場費
クラブ補助費 130,000 130,000 0 クラブ事業の助成費
教 育 支 援 費 100,000 130,000 △ 30,000 研修会諸経費・現職教員対象研修会諸経費等
会 員 増 強 費 60,000 70,000 △ 10,000 新会員入会に関する通信費等
Ｈ Ｐ 運 営 費 274,000 274,000 0 HP 維持費等
支部活動助成費 1,000,000 1,200,000 △ 200,000 支部助成、県支部助成、振替料等
支部活動祝金 240,000 250,000 △ 10,000 支部総会・周年行事等の祝金
島嶼活動助成 15,000 30,000 △ 15,000 支部長会交通費一部負担

事 務 費 3,473,000 3,630,000 △ 157,000
事 務 用 品 費 73,000 80,000 △ 7,000 事務用品、消耗品等
備 品 費 10,000 50,000 △ 40,000 事務機器等
事務員行動費 1,100,000 1,100,000 0 本部事務員行動費、事務補助員行動費
事 務 所 費 1,850,000 1,850,000 0 事務所借料、会議室使用料、光熱費電話

代等
印 刷 費 80,000 160,000 △ 80,000 資料文書等印刷費、印刷機保守契約
コ ピ ー 機 費 240,000 260,000 △ 20,000 コピー機リース代等
通 信 費 120,000 130,000 △ 10,000 事務局の通信連絡用諸費

交 通 費 1,420,000 1,600,000 △ 180,000 役員会・部会・事務局等の交通実費等
全連退分担金 1,328,000 1,440,000 △ 112,000 全連退会費 3,320 人分
運営資金積立金 20,000 150,000 △ 130,000 70 周年記念事業積立
会員名簿積立金 10,000 60,000 △ 50,000 会員名簿発行積立
諸 費 50,000 30,000 20,000 全連退関ブロ大会（千葉県）参加費等
雑 費 10,000 30,000 △ 20,000 諸雑費
予 備 費 5,048 22,046 △ 16,998 予備費

合　　　　計 11,160,048 12,166,046 △ 1,005,998
平成 27 年度　　特別会計　予算書

1　運営資金積立金 2　会員名簿積立金
収　　入 支　　出 収　　入 支　　出

繰越金 1,705,529 計 0 繰越金 1,027,337 計 0
一般会計より繰入 20,000 一般会計より繰入 10,000
利息 100 利息 100

計 1,725,629 次年度繰越 1,725,629 計 1,037,437 次年度繰越 1,037,437
3　積立基本金

収　　入 支　　出
繰越金 30,868,094 一般会計へ 2,500,000
都民互助会寄付金 1,500,000 計 2,500,000
利息 10,000

計 32,378,094 次年度繰越 29,878,094
平成 27 年 4 月 1 日

東京都退職校長会　会長　片岡敦子
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◆
研
修
内
容
の
概
要

一　

会
長
挨
拶　
　
　
　

多
田
丈
夫

　

講
師
の
皆
様
に
は
総
会
に
引
き
続

き
ご
指
導
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま

す
。
本
日
は
、
本
会
が
都
か
ら
受
託

し
て
い
る
人
材
バ
ン
ク
事
業
と
採
用

前
講
座
に
つ
い
て
の
報
告
会
で
す
。

本
部
と
し
て
も
お
話
を
拝
聴
し
、
今

後
の
事
業
展
開
の
参
考
に
い
た
し
ま

す
。

二　

受
託
事
業
の
実
践
報
告

⑴
　
事
業
概
要
・
研
修
の
進
め
方

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
片
岡
敦
子

　

人
材
バ
ン
ク
事
業
は
五
年
、
採
用

前
講
座
は
二
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

本
日
は
生
涯
学
習
と
い
う
視
点
か
ら
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
研
修
と
し
て

フ
ロ
ア
の
方
か
ら
も
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
研
修
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
人
材
バ
ン
ク
事
業
は
普
及
広
報

活
動
と
登
録
者
育
成
講
座
が
あ
り
ま

す
。
登
録
者
に
は
研
修
会
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
普
及
広
報
活
動
で
は

各
区
市
で
一
人
ず
つ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
へ
の
広
報
活
動
も
行
っ

て
お
り
、
本
日
は
大
学
へ
の
広
報
活

動
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
す
。

⑵
　
大
学
に
お
け
る
普
及
広
報

　
活
動
に
つ
い
て
　
　
　
田
原
良
敏

　

昨
年
度
は
十
五
の
大
学
、
二
十
六

年
度
は
二
十
の
大
学
で
実
施
し
た
。

ほ
と
ん
ど
は
自
分
の
勤
務
し
て
い
る

学
校
で
広
報
活
動
を
し
て
い
る
。

①　

事
務
担
当
者
に
資
料
を
配
布
し

学
生
に
呼
び
か
け
た
り
、
校
内
の
掲

示
板
に
資
料
を
掲
示
し
、
広
く
学
生

に
情
報
を
知
ら
せ
る
。

②　

授
業
の
中
で
直
接
学
生
に
呼
び

か
け
、
詳
し
く
説
明
す
る
。

③　

教
職
課
程
担
当
や
学
科
担
当
教

員
を
通
し
て
学
生
に
呼
び
か
け
る
。

学
校
に
よ
っ
て
は
、
教
授
会
や
学
科

担
当
者
会
議
等
で
共
通
理
解
を
図
り
、

広
く
情
報
が
伝
達
さ
れ
て
い
る
。

④　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
等
の
学

校
行
事
で
学
生
に
呼
び
か
け
る
。

⑶
　
登
録
者
育
成
講
座
に
つ
い
て

大
南
英
明

　

年
に
二
回
延
べ
六
十
名
の
登
録
者

に
研
修
を
行
っ
た
。
障
害
の
あ
る
子

供
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
を
投
げ

か
け
た
。
参
加
者
の
半
数
位
は
何
ら

か
の
形
で
障
害
者
あ
る
い
は
障
害
の

あ
る
子
供
と
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
学
校
の
教

員
か
ら
よ
く
伺
っ
た
上
で
支
援
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
お
話
し
し
た
。

⑷
　
特
別
支
援
学
校
の
採
用
前
講
座

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
大
南
英
明

　

二
十
五
年
度
は
延
べ
六
十
四
校
で

採
用
前
講
座
を
行
っ
た
が
、
半
分
は

小
・
中
学
校
の
退
職
校
長
先
生
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
延
べ
百
二
十
八
人

の
先
生
方
を
担
当
す
る
こ
と
が
で
き

大
変
有
り
難
い
こ
と
で
し
た
。
今
年

度
は
延
べ
三
十
二
校
で
し
た
の
で
特

別
支
援
学
校
退
職
の
校
長
先
生
方
だ

け
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し

か
し
少
な
す
ぎ
る
と
い
う
感
想
を

も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
さ
れ

た
方
か
ら
は
、
改
め
て
自
分
が
教
師

と
な
る
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、

見
落
と
し
て
い
た
こ
と
が
沢
山
あ
る

と
い
う
感
想
も
あ
り
、
そ
の
点
を
踏

ま
え
て
来
年
度
の
計
画
を
立
て
な
け

一　

日
時　

五
月
一
日
（
金
）

　
　
　
　
　

十
四
時
二
十
分
開
会

二　

会
場　

ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町

三　

研
修
テ
ー
マ

　

生
き
生
き
人
生
元
気
の
出
る
集
い

　
「
平
成
二
十
六
年
度

　

東
京
都
教
育
庁
受
託
事
業
報
告
」

四　

研
修
内
容

⑴　

会
長
挨
拶
、
報
告
者
・
講
師

　
　

紹
介　
　
　

会
長　

多
田
丈
夫

⑵　

受
託
事
業
の
実
践
報
告

　
　
〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉

前
会
長　

片
岡
敦
子

　
　
〈
報
告
者
〉

　
　

人
材
バ
ン
ク
事
業　

田
原
良
敏

　
　

採
用
前
講
座　
　
　

大
南
英
明

⑶　

講
評

　

東
京
都
教
育
庁
人
事
企
画

　

担
当
部
長　

粉
川
貴
司　

様

　

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
企
画
推
進

　

担
当
課
長　

建
部　

豊　

様

　

東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　

研
修
部
授
業
力
向
上
課
長

　

大
和
義
行　

様

⑷　

謝
辞　
　

副
会
長　

黒
田
貞
夫

　
平
成
二
十
七
年
度
　
第
一
回
会
員
研
修
会生涯

学
習
部
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れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

＊
フ
ロ
ア
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
感
想

・
採
用
前
講
座
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

皆
さ
ん
非
常
に
意
欲
的
で
四
月
か
ら

教
壇
に
立
つ
と
い
う
意
気
込
み
が
現

れ
て
い
た
。
教
師
に
な
る
直
前
に
こ

の
よ
う
な
研
修
を
受
け
ら
れ
て
本
当

に
有
り
難
い
、
と
い
う
姿
勢
が
印
象

的
で
、
四
月
か
ら
の
活
躍
を
期
待
し

た
い
。
都
教
育
庁
の
先
生
方
や
運
営

委
員
の
先
生
方
の
ご
苦
労
に
敬
意
を

表
し
一
層
の
充
実
を
期
待
し
て
い
る
。

・
自
分
が
退
職
し
た
区
の
学
校
に
引

率
し
た
。
当
該
校
の
校
長
先
生
や
先

生
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
有
り
難

か
っ
た
。
日
頃
か
ら
人
と
の
つ
な
が

り
が
大
切
で
あ
る
と
言
っ
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
意
欲
を
高
め
て
い
き
た

い
。

・
支
部
長
会
で
概
略
は
伺
っ
て
い
た

が
、
本
日
具
体
的
に
お
話
を
伺
っ
て

よ
く
理
解
で
き
た
。

三　

講
評

　
東
京
都
教
育
庁
人
事
企
画

　
　
　
担
当
部
長
　
粉
川
貴
司
　
様

　

ご
報
告
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
学
へ
の
呼
び
か
け
が
重
層
的
・
多

角
的
に
対
応
さ
れ
、
安
定
的
に
学
生

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
人
材
バ
ン
ク
事
業
で
は
、

大
学
生
は
退
職
教
職
員
に
次
い
で
学

校
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
。
退
職

校
長
会
に
は
平
成
二
十
五
年
度
か
ら

訪
問
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

事
前
に
手
厚
い
対
応
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
分
か
り
ま

し
た
。
人
材
バ
ン
ク
事
業
の
広
報
活

動
は
、
二
十
六
年
度
か
ら
は
各
校
長

会
等
に
お
い
て
も
行
っ
て
お
り
、
そ

の
一
つ
の
結
果
と
し
て
、
新
任
副
校

長
に
も
こ
の
人
材
バ
ン
ク
事
業
が
認

知
さ
れ
、
特
に
小
学
校
か
ら
の
紹
介

依
頼
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
財
政
当

局
を
動
か
し
、
予
算
を
維
持
で
き
る

と
こ
ろ
ま
で
来
て
お
り
ま
す
。

　
東
京
都
教
育
庁
指
導
部

　
企
画
推
進
担
当
課
長建

部
　
豊
　
様

　

昨
年
度
採
用
前
講
座
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
丁
度
一
年
前

に
指
導
部
か
ら
担
当
が
研
修
セ
ン

タ
ー
と
な
り
、
昨
年
は
前
会
長
の
片

岡
先
生
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。

研
修
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
二
つ
目
標

を
も
ち
ま
し
た
。
一
つ
は
、
今
ま
で

以
上
の
レ
ベ
ル
の
内
容
で
受
講
者
に

提
示
し
よ
う
、
も
う
一
つ
は
千
五
百

名
か
ら
の
受
講
者
や
千
名
か
ら
の
講

師
と
し
て
の
元
校
長
先
生
に
お
出
で

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
、
学
校
で

様
々
な
事
案
が
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
、

そ
の
時
に
迅
速
に
学
校
に
出
向
い
て

対
応
す
る
と
い
う
迅
速
性
で
す
。

　

本
日
は
一
つ
事
例
を
お
話
し
た
い
。

受
講
生
と
一
日
参
加
す
る
全
体
研
修

で
す
が
、
一
方
通
行
の
話
を
聞
く
だ

け
で
な
く
、
途
中
で
話
し
合
い
の
時

間
を
設
け
、
そ
の
中
心
に
退
職
校
長

会
の
先
生
方
に
入
っ
て
い
た
だ
き
受

講
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
受
講
生
か
ら
大
変
好
評
で
、

講
師
の
先
生
方
の
お
話
や
失
敗
談
等

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
有
意
義
な

協
議
と
な
り
ま
し
た
。
よ
り
一
層
よ

い
研
修
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー

授
業
力
向
上
課
長
　
大
和
義
行
　
様

　

今
年
度
か
ら
都
研
修
セ
ン
タ
ー
に

参
り
ま
し
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、

事
前
の
打
ち
合
わ
せ
、
学
校
と
の
連

絡
等
、
担
当
指
導
主
事
か
ら
も
感
謝

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
が
初
任

の
時
の
こ
と
を
思
い
起
こ
す
と
、
非

常
に
意
義
深
い
事
業
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
の
初
任
者
は
恵
ま

れ
て
お
り
、
感
謝
し
な
く
て
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
し
て
い

き
た
い
。一
人
一
人
の
初
任
者
の「
生

き
生
き
」
と
し
た
笑
顔
、
一
人
一
人

の
子
供
た
ち
の
「
生
き
生
き
」
と
し

た
学
校
生
活
に
繋
げ
る
決
意
で
す
。

四　

謝
辞　
　

副
会
長　

黒
田
貞
夫

【
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
よ
り
】

　

三
十
一
名
の
方
か
ら
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
型
の
研
修
は
良
い
、
研
修

時
間
が
短
く
残
念
、
資
料
の
活
用
を

等
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
に
生
か
し
て
参
り
ま
す
。

（
生
涯
学
習
部　

藤
崎
武
利
）
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千
代
田
・
中
央
支
部
は
十
名
に
満

た
な
い
少
人
数
の
会
員
数
で
は
あ
り

ま
す
が
、
会
員
同
士
、
情
報
交
換
や

近
況
報
告
を
兼
ね
て
、
史
跡
散
歩
を

中
心
に
年
四
回
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

終
了
後
は
、
支
部
だ
よ
り
に
参
加

会
員
の
感
想
等
も
掲
載
し
、
次
回
に

生
か
す
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
が
少
な
い
事
も
あ
り
、
毎
回

参
加
率
は
九
割
前
後
を
維
持
し
て
い

ま
す
。

　

今
迄
、
齋
藤
支
部
長
自
身
が
、
周

到
な
実
踏
を
毎
回
行
い
、
充
実
し
た

内
容
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
今
年
度
か
ら

岩
谷
新
支
部
長
と
な
り
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
内
容
を
吟
味
、
精
選
し
て
い

き
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
間
、
千
代
田
・
中
央
支

部
に
て
実
施
し
た
目
的
地
を
挙
げ
て

み
ま
す
と
、
大
名
庭
園
や
幕
府
の
各

屋
敷
等
が
多
く
あ
り
ま
す
。

①
浜
離
宮
、
芝
離
宮　

②
水
戸
藩
の

小
石
川
後
楽
園　

③
駒
込
の
六
義
園

④
池
之
端
の
岩
崎
庭
園
、
こ
の
時
は

都
退
職
校
長
会
本
部
に
も
お
伺
い
し

ま
し
た
。
⑤
白
金
台
の
国
立
自
然
教

育
園　

⑥
深
川
の
清
澄
庭
園　

⑦
両

国
回
向
院
と
国
技
館　

⑧
国
分
寺
に

も
足
を
の
ば
し
、
殿
ヶ
谷
戸
庭
園
を
、

散
策
し
ま
し
た
。

　

大
名
屋
敷
の
案
内
板
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
参
考
に
し
な
が
ら
の
楽
し

い
史
跡
め
ぐ
り
で
し
た
。

支
　
部
　
だ
　
よ
　
り

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

史
跡
め
ぐ
り
（
散
歩
）

千
代
田
・
中
央
支
部
　
瀬
川
　
徹

⑨
皇
居
周
辺
、
日
比
谷
散
歩　

⑩
地

元
中
央
区
の
明
石
町
外
国
人
居
留
地

め
ぐ
り
、
⑪
炎
天
下
で
の
ゆ
り
か
も

め
乗
車
で
お
台
場
散
歩　

⑫
葛
西
臨

海
公
園
も
良
き
思
い
出
で
す
。

　

又
、
一
泊
研
修
旅
行
も
一
昨
年
か

ら
実
施
、
世
界
文
化
遺
産
の
富
士
山

の
見
え
る
本
栖
湖
や
伊
豆
城
ヶ
崎
で

宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
で
は
、
夜
の
研
修

会
で
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
次
第

で
す
？

　

今
年
度
も
地
元
、
東
京
駅
、
丸
の

内
周
辺
散
歩
や
向
島
百
花
園
等
々
を

計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
支

部
会
員
の
参
加
、
百
％
を
目
指
し

て
！

○
活
動
の
重
点
を
四
つ
に
絞
っ
て
い

る
。

一　

支
部
会
務
の
積
極
的
な
推
進

二　

支
部
活
動
の
活
発
化
・
充
実
化

三　

生
涯
学
習
へ
の
取
り
組
み

四　

会
員
の
福
利
厚
生

○
主
な
行
事
・
活
動
等
を
示
す
。

一　

支
部
総
会

　

毎
年
六
月
第
三
土
曜
日
午
前
十
時

か
ら
午
後
二
時
ま
で
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト

プ
ラ
ザ
ち
ば
（
第
一
部
総
会　

第
二

部
教
育
懇
談
会　

第
三
部
懇
親
会
）

で
行
っ
て
い
る
。

ニ　

支
部
役
員
会

①
四
月
第
四
火
曜
日
午
前
十
時
か
ら

正
午
ま
で
（
総
会
準
備　

役
員
組
織

内
定　

新
入
会
員
確
認
そ
の
他
新
年

度
に
向
け
た
諸
準
備
・
対
応
等
）

②
九
月
第
四
火
曜
日
午
後
一
時
三
十

分
～
午
後
三
時
三
十
分
（
総
会
反

省
・
教
育
懇
談
会
）

③
一
月
第
四
土
曜
日
午
前
十
一
時
か

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

千
葉
南
部
支
部
の
今

千
葉
南
部
支
部
長
　
桐
谷
　
澄
男

本栖湖宿泊研修旅行 
出発地　東京駅前にて

研修宿泊旅行 
本栖湖にて
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ら
午
後
三
時
ま
で
（
各
種
事
業
へ
の

対
応
改
善・教
育
懇
談
会　

新
年
会
）

三　

新
年
会

　

役
員
会
や
教
育
懇
談
会
と
同
じ
日

に
抱
き
合
わ
せ
で
実
施
。
大
変
楽
し

い
余
興
や
歌
等
が
披
露
さ
れ
、
解
散

す
る
こ
ろ
に
は
、
み
ん
な
心
が
一
つ

に
な
っ
て
微
笑
ま
し
い
。

四　

主
な
活
動

①
会
報
発
行
（
七
月
・
一
月
）

　

順
調
に
発
行
し
て
い
る
。
み
ん
な

に
い
い
刺
激
を
与
え
て
く
れ
る
し
、

書
き
手
の
心
遣
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

②
会
員
増
強
（
新
加
入
者
勧
誘
の
強

化
、
広
域
支
部
・
遠
隔
地
支
部
に
お

け
る
そ
の
在
り
方
）

　

本
支
部
で
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

ま
ず
は
当
支
部
は
、
東
京
か
ら
遠
隔

地
に
な
る
の
で
面
積
が
広
い
割
り
に

住
む
人
が
少
な
い
。
毎
年
退
職
さ
れ

る
人
数
が
少
な
い
の
で
、
騒
ぎ
よ
う

が
な
い
面
も
あ
る
。

　

二
年
前
か
ら
、
加
入
時
か
ら
全
員

役
員
に
な
っ
て
頂
き
「
Ｓ
Ｋ
Ｋ
」（
出

席
・
交
流
・
研
鎖
）
を
図
っ
て
い
る
。

③
研
修
の
定
着
化
（
教
育
懇
談
会
年

二
回
、
一
日
研
修
年
一
回
〈
退
公
連

と
の
交
流
〉）

　

教
育
懇
談
会
は
、
支
部
で
大
事
に

し
て
い
る
研
修
活
動
で
あ
り
、
支
部

活
動
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
今
ま

で
十
七
名
が
報
告
し
て
い
る
。
報
告

者
は
役
員
だ
け
で
な
く
、
会
員
の
多

く
に
も
広
ま
っ
て
い
る
。

　

二
十
七
年
度
は
、
宮
澤
不
可
止
、

高
原
武
両
名
の
報
告
を
予
定
し
て
い

る
。
本
年
度
も
引
き
続
き
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

④
親
睦
・
福
利
厚
生
（
新
年
会
・
懇

親
会
年
各
一
回
）、
ゴ
ル
フ
（
年
九

回
）、
叙
勲
・
長
寿
者
・
慶
弔
・
年

金
等
へ
の
対
応
。

　

懇
親
会
、
新
年
会
も
今
ま
で
い
ろ

い
ろ
と
工
夫
の
あ
る
豊
か
な
芸
や
、

余
興
が
披
露
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、

本
年
は
更
に
カ
ラ
オ
ケ
も
加
わ
っ
た
。

新
年
会
で
は
も
っ
と
充
実
し
た
も
の

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

ゴ
ル
フ
は
、
年
九
回
実
施
。
移

り
行
く
自
然
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

我
々
の
心
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い
。

　

去
る
四
月
十
七
日
、
都
会
報
部
は
、

「
林
芙
美
子
記
念
館
」（
西
武
新
宿

線
、
都
営
大
江
戸
線
中
井
駅
下
車
徒

歩
七
分
）
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
「
各
支
部
だ
よ
り
」
を
拝
見
す
る

と
街
歩
き
や
歴
史
探
訪
な
ど
の
記
事

を
た
く
さ
ん
見
か
け
ま
す
。
そ
れ
に

刺
激
さ
れ
て
都
会
報
に
『
歴
史
散

策
』
な
ど
の
コ
ラ
ム
が
あ
っ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
等
の
意
見
が
会
報

部
か
ら
出
ま
し
た
。
そ
こ
で
早
速

会
報
部フィ

ー
ル
ド
研
修
会

フ
ィ
ー
ル
ド
の
何
た
る
か
を
知
る
た

め
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
会

報
部
員
に
林
芙
美
子
記
念
館
の
関
係

者
が
い
ま
し
た
の
で
、
先
ず
そ
こ
を

見
学
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
日
本

の
昔
な
が
ら
の
趣
あ
る
京
風
で
、
建

付
け
な
ど
細
部
も
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
る
見
事
な
木
造
の
家
（
林
芙
美
子

が
そ
の
生
涯
で
一
度
の
建
築
、
そ
し

て
晩
年
の
十
年
間
を
過
ご
し
「
浮

雲
」
等
の
作
品
を
書
い
た
と
こ
ろ
）

に
部
員
一
同
感
激
し
て
帰
っ
て
来
ま

し
た
。
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先
駆
け
て
春
が
お
く
り
し
春
蘭
は

翁お
う
お
う媼
相
抱
き
ひ
そ
と
咲
き
お
り

故
郷
は
香
り
満
つ
ら
ん
里
山
の

わ
が
生
れ
し
日
の
山
百
合
の
花

わ
が
魂
が
駆
け
巡
る
野
に
花
の
満
つ

菜
の
花
の
花
向
日
葵
の
花

和
知
光
儀
（
府
中
支
部
）

同
年
輩
死
に
た
る
数
と
残
る
数

九
十
歳
を
境
と
成
し
て

長
生
き
が
よ
い
か
悪
い
か
妻
わ
れ
に

ま
だ
死
な
ぬ
か
と
い
ふ
顔
を
す
る

介
護
保
険
我
が
た
め
な
ら
ず
と

思
へ
ど
も
老
残
名
指
し
で
範
疇
に
入
る

橋
本
敏
一
（
杉
並
支
部
）

　
5
月

1

第
62
回
定
期
総
会

・
懇
親
会

2

事
務
局
新
旧
引
継
ぎ
開
始

9

各
支
部
総
会
へ
役
員
出

席
開
始

11

第
一
回
正
副
会
長
会

※
新
会
長
の
所
信
、
新

旧
顔
合
わ
せ

12

・
福
利
厚
生
部
会

母
の
日
や
乳
房
ま
さ
ぐ
る
夢
ば
か
り

葉
桜
を
抜
け
る
や
パ
ッ
と
母
の
海

連
休
の
別
れ
の
孫
の
あ
ど
け
な
さ

岸
上　

修
（
杉
並
支
部
）

短

歌

俳

句 応
募
コ
ー
ナ
ー

13

・
会
報
部
会

18

都
教
委
表
敬
訪
問
（
人

事
部　

他
）

・
総
務
部
会

・
生
涯
学
習
部
会

20

第
一
回
人
材
バ
ン
ク
受
託

事
業
特
別
委
員
会
発
足

22

第
一
回
企
画
委
員
会

・
新
旧
引
継
ぎ
業
務

・
打
ち
合
わ
せ

・
東
京
都
教
職
員
互
助

会
表
敬
訪
問

27

・
会
計
部
会

29

第
一
回
採
用
前
教
員
研

修
講
座
準
備
会

　
6
月

2

・
福
利
厚
生
部
会

3

第
二
回
正
副
会
長
会

・
東
京
都
教
職
員
互
助

会
と
の
事
務
折
衝

8

第
二
回
人
材
バ
ン
ク
受

託
事
業
特
別
委
員
会

16

第
二
回
企
画
委
員
会

・
生
涯
学
習
部
会

17

第
一
回
外
部
人
材
活
用

連
絡
会
（
於　

都
庁
）

・
総
務
部
会

22

理
事
総
会

24

都
委
託
事
業
関
係
業
務

・
会
計
部
会

・
会
報
部
会

30

第
三
回
正
副
会
長
会

　
7
月

1

・
会
報
部
会

6
～
7
役
員
歓
送
迎
会

・
生
涯
学
習
部
会

8

・
会
報
部
会

13

第
三
回
企
画
委
員
会

・
総
務
部
会

14

・
福
利
厚
生
部
会

15

・
会
報
部
会

16

第
三
回
人
材
バ
ン
ク
受

託
事
業
特
別
委
員
会

17

・
会
報
部
会

22

・
会
計
部
会

・
総
務
部
会

25

会
報
一
八
九
号
発
行

第
一
回
人
材
バ
ン
ク
登

録
者
対
象
講
座
（
於 

都

教
職
研
修
セ
ン
タ
ー
）

27

第
一
回
支
部
長
会

湯
島
の
動
静
表

　

東
京
都
退
職
校
長
会
の
事
務
局

の
あ
り
ま
す
地
名
『
湯
島
』
を
タ

イ
ト
ル
に
新
し
い
コ
ー
ナ
ー
を
企

画
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

趣
旨
は
本
部
の
動
静
を
広
く
お

知
ら
せ
し
、
会
員
の
皆
様
の
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
糸
口
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
本
部
と
支
部
と
の
一
体

感
を
強
め
る
取
り
組
み
の
一
つ
に

も
な
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
下
に
新
年
度
総
会
以
降
の
動

静
を
紹
介
し
ま
す
。
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氏　

名

年

月

日
支
部
名

校種
年齢

頁

井
出
清
一
郎
24
・
1
・
14

豊
　
島
中
85

31

松
嶋　
　

淳
26
・
6
・
16

杉
　
並
中
89

25

鶴
上　
　

寛
26
・
9
・
22

八
王
子
中
88

56

山
下　

明
治
26
・
10
・
22

葛
　
飾
小
84

52

真
田　

晴
夫
26
・
11

足
　
立
小
92

47

涌
井　

和
三
26
・
11
・
10

千
葉
西
部

小
87

117

和
田　

孝
雄
26
・
11
・
19

葛
　
飾
小
84

52

村
田　

晃
彦
26
・
12
・
3

埼
　
玉
中
61

21

梅
宮　

良
三
26
・
12
・
28

杉
　
並
小
94

28

福
田　

長
正
27
・
1

千
葉
西
小
91

117

吉
田　

信
夫
27
・
1
・
5

府
　
中
小
84

88

山
田　
　

環
27
・
1
・
12

練
　
馬
中
94

41

小
柴　
　

實
27
・
1
・
20

神
奈
川
中
90

134

大
澤　
　

晨
27
・
1
・
28

埼
　
玉
小
104

124

五
味　

一
光
27
・
1
・
30

杉
　
並
小
93

26

佐
藤　
　

剛
27
・
2
・
2

八
王
子
中
89

59

高
瀬　

照
男
27
・
2
・
12

千
葉
北
小
86

119

菊
地　

千
代
27
・
3
・
7
武
蔵
野
・
三
鷹

小
90

74

松
村　

誠
二
27
・
3
・
7

練
　
馬
高
104

41

浅
川　

隆
美
27
・
3
・
10

江
　
東
小
83

8

楠
田　

直
美
27
・
3
・
10

八
王
子
小
89

56

下
斗
米
須
美
江

27
・
3
・
10

千
葉
西
中
92

117

吉
備　
　

健
27
・
3
・
12

埼
　
玉
中
82

124

守
屋　

哲
雄
27
・
3
・
13

杉
　
並
小
91

30

貫
井　
　

稔
27
・
3
・
17
北
多
摩
西
部

中
86

97

佐
田　
　

彊
27
・
3
・
18

杉
　
並
高
97

28

向　
　

勝
彦
27
・
3
・
19

中
　
野
小
81

24

小
川　
　

敦
27
・
3
・
19

練
　
馬
小
88

39

高
橋　
　

譲
27
・
3
・
20

葛
　
飾
小
88

52

尾
崎　

政
二
27
・
3
・
23

八
王
子
中
87

62

多
久　

二
男
27
・
3
・
23
北
多
摩
北
部

小
85

80

中
江　

藤
哉
27
・
3
・
23

大
　
島
小
87

107

（1）
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新
会
長
の
下
、
新
役
員
一
同
「
今

や
ら
ね
ば
」
を
合
言
葉
に
会
員
の

方
々
と
の
絆
を
強
く
す
る
こ
と
に
会

報
が
一
役
担
う
こ
と
を
改
め
て
誓
い

ま
し
た
。

　

各
支
部
の
会
員
の
多
彩
な
活
動
や

会
員
の
貴
重
な
投
稿
を
誌
面
に
紹
介

で
き
る
こ
と
は
、
編
集
と
し
て
遣
り

甲
斐
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

会
報
担
当
の
メ
ン
バ
ー
は
行
動
力

と
多
彩
な
力
の
持
ち
主
で
す
。

　

過
日
、
会
報
部
員
の
有
志
が
、
林

芙
美
子
記
念
館
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ

の
館
の
関
係
者
を
案
内
役
と
し
て
、

2
時
間
余
り
の
様
子
の
1
コ
マ
を
今

回
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
目
次
に
当
た
る
欄
を
1

ペ
ー
ジ
に
設
け
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
で
、
ま
ず
、
ど
ん
な
記

事
の
内
容
か
な
と
興
味
を
も
っ
て
頂

け
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
と
願
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

担
当
一
同
「
今
や
ら
ね
ば
」
の
合

言
葉
で
今
後
も
努
力
し
ま
す
。

（
楠
本　

善
之
助
）

編
　
集
　
後
　
記
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作
品
募
集 

―

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
（
ひ
と
り

三
首
ま
で
）・
コ
ン
ト
（
百
字

程
度
）
等
を
葉
書
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

送
り
先

〒
113
―

0034　

東
京
都
文
京
区

　
　
　
　
　
湯
島
４

－

12

－

３

日
公
連
ビ
ル
５
Ｆ

東
京
都
退
職
校
長
会　

会
報
部

氏　

名

年

月

日
支
部
名

校種
年齢

頁

有
泉　

徹
郎
27
・
3
・
25

日
　
南
小
82

67

鈴
木　
　

高
27
・
3
・
26

世
田
谷
小
88

17

足
利　

俊
雄
27
・
3
・
30

八
王
子
中
89

60

西
条　
　

仁
27
・
4
・
1

杉
　
並
小
93

28

石
塚　

正
利
27
・
4
・
1

千
葉
中
部

養
86

111

高
橋　

清
輔
27
・
4
・
5

府
　
中
小
92

89

山
本　

正
道
27
・
4
・
7

板
　
橋
小
89

36

柳
田　

淳
一
27
・
4
・
8

日
　
南
中
82

70

前
嶋　
　

亨
27
・
4
・
9

千
葉
中
部

小
86

112

小
川　

璋
三
27
・
4
・
11

足
　
立
小
93

47

岡
谷　

つ
ぎ
27
・
4
・
11

足
　
立
小
90

47

高
橋
幸
三
郎
27
・
4
・
16

世
田
谷
中
97

18

小
柳　

良
巳
27
・
4
・
18

北
多
摩
北

小
86

81

舛
田　

辰
郎
27
・
4
・
28

八
王
子
高
86

61

櫻
井　

明
子
27
・
5
・
4

神
奈
川
中
82

139

横
山　

武
士
27
・
5
・
7

足
　
立
中
82

48

竹
越　

政
八
27
・
5
・
11

町
　
田
小
86

64

大
澤　

令
昌
27
・
5
・
11

中
　
野
小
69

25

田
松　

三
男
27
・
5
・
13

練
　
馬
小
83

46

久
保　

武
司
27
・
5
・
16

千
葉
南
小
81

109

岩
永　
　

務
27
・
5
・
19

葛
　
飾
小
85

50

熊
抱　

大
彦
27
・
5
・
23

　
北

中
93

32

木
部
ミ
サ
オ
27
・
5
・
29

北
多
摩
中

小
94

84

腰
原　

信
夫
27
・
6
・
9

八
王
子
中
84

59

中
野　

栄
宏
27
・
6
・
11

江
戸
川
中
88

54

北
澤　

正
直
27
・
6
・
17

町
　
田
小
84

64

中
尾　

正
誼
27
・
6
・
18

　
北

中
85

33

永
井　

恒
男
27
・
6
・
20

神
奈
川
中
89

134

藤
木
達
三
郎
27
・
6
・
29

練
　
馬
中
87

40

岡
野　

康
吉
27
・
6
・
29

荒
　
川
中
89

34

（2）


